
金
揮
官
蹴
志
巻
叶
三

此
の
町
名
は
、
元
藤
丸
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
等
に
も
記
載
せ
・
?

と
い
へ
芝
も
.
古
き
町
名
た
り
け
ん
。
高
治
二
年
七
月
奉
公
人
締
人

寄
付
に
、
大
工
理
右
衛
門
先
年
西
町
片
原
町
に
罷
有
。
今
程
如
来
寺

之
下
め
西
町
に
罷
在
候
。
と
書
載
せ
た
り
。
設
る
・
?
に
、
め
西
町
は

念
西
町
在
る
を
メ
サ
イ
と
呼
び
誤
り
て
、
め
西
町
と
記
載
せ
し
も
の

た
る
ぺ
し
。
寓
治
二
年
の
頃
は
、
如
来
寺
い
ま
だ
卯
辰
如
来
寺
町
に

あ
り
て
、
念
西
町
は
元
如
来
寺
町
の
近
漣
友
る
故
危
り
。
此
の
町
名

今
は
践
し
て
、
木
町
四
番
丁
と
い
へ
り
。

。
念
西
町
来
歴

木
町
卸
願
寺
の
来
腿
寄
に
、
美
濃
園
高
森
の
郷
土
高
森
笠
岐
守
秀
知

と
云
入
、
後
出
家
し
て
念
西
と
稀
し
、
天
正
十
年
越
中
園
新
川
郡
黒

崎
村
民
居
住
し
、
同
十
七
年
加
賀
園
へ
来
り
、
滋
野
川
念
西
町
の
地

に
居
住
す
。
故
陀
町
名
を
念
西
町
と
呼
ぺ
り
。
と
い
へ
り
。
叉
按
宇

る
に
、
天
明
六
年
の
滞
土
宗
寺
院
来
隠
寄
に
、
如
来
寺
之
末
庵
念
西

院
.
久
敷
無
位
に
て
及
破
壊
慮
、
寛
永
年
中
念
西
と
稽
す
る
際
遁

者
、
修
理
を
加
へ
住
居
致
し
、
爾
来
念
回
院
と
唱
へ
来
り
た
り
。
か

の
隠
遁
者
念
西
居
住
之
頃
は
‘
微
妙
公
小
松
御
往
来
之
悶
庵
室
へ
御

腰
被
v
震
v
掛
‘
御
懇
意
に
被
v
成
。
依
v
之
念
西
を
御
前
へ
被
v
召
、
屋
敷

滞
土
宗
た
り
。
貞
享
二
年
の
由
来
書
に
云
ふ
。
蛍
寺
開
基
、
寛
永
十

年
玄
門
和
倫
建
立
。
此
時
於
且
武
州
江
戸
-
内
藤
普
繍
微
妙
公
へ
被
昌
願

立
一
・
寺
屋
敷
=
一
百
三
歩
除
拝
領
の
底
、
高
治
年
中
よ
り
地
子
地
に
相

成
。
此
外
四
十
光
歩
卯
辰
村
よ
り
詩
地
、
三
拾
四
歩
玄
門
寺
前
町
地

よ
り
諦
込
、
二
十
歩
後
金
屋
町
よ
り
諦
込
、
都
合
四
百
六
姶
歩
飴
と

あ
り
て
、
寛
永
の
創
立
以
来
此
地
に
あ
る
寺
た
り
。
放
に
町
名
に
も

呼
び
た
る
怠
る
ぺ
し
。

O
玄
門
和
街
健

一
容
に
云
ふ
。
卯
辰
玄
門
寺
の
関
山
玄
門
和
倫
は
、
甲
斐
聞
に
て
十

八
高
石
を
所
領
せ
し
花
村
但
馬
守
の
二
男
也
。
出
家
し
て
玄
門
と
放

し
、
滞
土
の
墜
事
に
長
ぜ
る
に
よ
り
、
加
賀
如
来
寺
の
住
職
と
成
る
。

後
卯
辰
に
一
・
寺
を
創
立
し
、
玄
門
寺
と
続
し
て
隠
寮
と
す
。
と
い
へ

り
。
按
宇
る
に
、
貞
享
二
年
の
由
来
書
に
、
寛
永
十
年
玄
門
和
倫
玄

門
寺
を
建
立
の
時
、
於
昌
江
戸
-
内
藤
普
瀦
微
妙
公
へ
被
昌
願
立
一
寺
屋

敷
拝
領
被
-
-
仰
付
吋
と
あ
り
。
右
内
藤
警
粛
と
云
ふ
人
は
、
花
村
封
馬
守

の
族
人
民

τ、
玄
門
和
倫
と
俗
縁
た
り
し
ゅ
ゑ
に
、
寺
地
の
事
を
ぼ

周
旋
せ
ら
れ
し
友
ら
ん
。
内
藤
警
痛
が
事
は
、
藤
間
内
磁
允
安
勝
が

筆
記
せ
し
微
妙
公
御
直
言
と
題
鋭
せ
る
夜
話
鍛
に
、
そ
の
話
共
ぞ
記

金
滞
古
蹟
志
巷
骨
三

ち
念
西
町
と
呼
ぴ
た
り
し
と
聞
ゆ
。
念
西
と
稀
す
る
隠
遁
者
も
、
此

の
念
西
町
怠
る
念
西
院
に
居
住
し
て
、
吾
が
庵
室
の
如
く
た
し
た
り

し
故
、
念
西
と
名
に
呼
び
た
る
も
の
た
る
ペ
し
。
微
妙
公
の
御
腰
を

掛
け
さ
せ
ら
れ
た
り
と
の
僻
設
に
操
れ
ば
、
風
雅
の
庵
室
に
て
‘
殊

に
彼
の
念
西
と
稀
せ
し
隠
遁
者
も
風
雅
人
た
り
し
ゅ
ゑ
に
、
御
意
に

臨
じ
御
懇
に

τ、
後
石
川
郡
泉
野
に
て
隠
室
の
屋
敷
地
を
も
給
は

り
、
そ
の
時
代
名
高
き
も
の
な
り
し
ゅ
ゑ
.
町
名
に
も
呼
び
た
る
な

ら
ん
か
。

地
監
の
ク
所
候
は
ピ
可
v
被
v
下
皆
御
直
に
御
意
有
v
之
。
念
西
際
居
の

身
分
に

τ候
へ
ば
、
過
分
之
屋
敷
は
笠
無
=
御
座
一
百
歩
程
許
の
地
何

方
に
て
も
拝
領
仕
度
回
目
申
上
け
る
所
、
邸
ち
石
川
郡
泉
村
の
地
内
に

τ、
百
歩
許
の
地
拝
領
仰
付
け
ら
れ
た
り
。
と
あ
り
。
右
停
記
に

τ

考
ふ
る
に
、
如
来
寺
の
宋
庵
念
西
院
と
い
ふ
庵
室
は
‘
如
来
寺
卯
反
の

地
に
あ
り
し
時
の
塔
中
に
て
、
共
の
庵
室
の
あ
り
た
る
地
を
ぽ
、
郎

-・・圃・・・・・l

O
玄
門
寺
前

玄
門
寺
の
前
通
り
を
呼
ぺ
り
。
明
治
四
年
戸
籍
編
成
町
名
取
調
の

時
、
下
小
川
町
と
す
。

O
孤
崎
山
玄
門
寺

戟
せ
り
。
共
の
侮
話
に
い
ふ
。
微
妙
公
江
戸
に
在
府
し
給
ふ
頃
‘
御

茶
壁
の
口
切
の
節
、
遠
州
座
敷
と
申
御
聞
に
沿
い
て
、
酒
井
讃
岐
守

殿
を
招
請
被
v
成
、
御
料
理
・
御
茶
危
ど
出
、
御
相
伴
は
内
藤
普
衡
也
。

其
時
分
善
粛
へ
被
v
仰
。
土
井
大
炊
殿
は
節
々
南
無
阿
摘
陀
働
/
¥
と

御
申
候
。
あ
れ
肱
何
事
を
被
v

申
候
哉
と
存
候
慮
、
年
寄
侯
へ
ば
皆
あ

れ
に
て
供
。
今
は
身
の
上
に
罷
成
候
と
被
v
仰
侠
へ
ば
、
普
繍
却
炉
申
候

は
.
年
寄
候
へ
ぽ
皆
同
事
に
て
候
由
被
』
申
候
底
、
微
妙
公
、
警
備
は

は
や
其
心
に
被
v
成
候
哉
と
被
v
仰
候
て
飢
笑
被
遊
。
と
見
b
、
ま
た

讃
岐
守
殿
御
招
荷
之
時
分
‘
大
松
亭
と
申
す
御
亭
に
て
、
微
妙
公
御

噌
被
v
遊
た
り
。
此
屋
敷
は
元
大
久
保
相
撲
守
殿
の
屋
敷
に
て
、
是
に

有
v
之
松
た
E
何
れ
も
相
撲
殿
時
分
の
木
友
る
由
御
酬
明
也
。
本
郷
之
御

屋
敷
御
居
間
よ
り
相
見
b
、
深
山
と
申
ゃ
う
成
所
に
1

泉
水
・
懸
作
り

門
会
席

ν

之
御
亭
有
v
之
.
探
・
幽
に
建
-
爆
の
緒
を
被
昌
仰
付
一
依
v
之
忠
一
鵬
伊
と
申

候
。
御
居
間
よ
り
直
に
御
見
過
し
被
v
成
候
様
に
一
被
=
仰
付
議
岐
守
殿

御
招
請
之
時
分
・
右
之
御
亭
に
て
御
菓
子
等
出
た
り
。
讃
岐
守
殿
、

是
は
御
露
地
之
様
に
は
無
=
御
座
一
一
扱
々
ふ
る
び
た
る
休
見
事
成
儀
と

被
v
仰
。
御
相
客
内
藤
普
衡
、
是
は
深
山
与
相
見
b
申
由
挨
拶
被
v
申
候

へ
ば
、
微
妙
公
仰
之
通
也
o
是
は
借
正
が
谷
と
も
可
v
申
由
被
v
仰
、
御
笑




